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水素・酸素回収機構を備えた燃料電池システム
　燃料電池は、水素と酸素を反応させて電気を生産しますが、この際水素と酸素がきれいに全部反
応するわけではありません。それら未反応の水素と酸素を装置内で回収し、再発電を行うシステム
を作りました。燃料電池の効率をあげられるほか、水素を装置外に放出しないため工場や病院など
で使用する時の安全性も向上します。

　燃料電池は、水素と酸素の酸化還元反応の過

程から電気を生産しますが、従来の開放式の燃

料電池は未反応のガス（水素、酸素、不純物）

を装置外に排出するため、排出ガスの可燃性等

により閉鎖空間での利用には危険性があります。

　本発明は、ガスを装置外に放出しない閉鎖式

の燃料電池であり、未反応の水素と酸素（さら

には金属配管から漏れ出る水素：パージ水素）

の回収装置と専用タンクを本発電回路中に設置

し、未反応ガス用の発電回路を用いて再発電を

行うものです。再発電で得た電力は、燃料電池

システムの補機（ポンプ、弁など）に再利用す

ることができます。また、その他の不純物はア

ノード（酸素極）とカソード（水素極）での残

留濃度が大きくなると発電の効率が低下するた

め、吸着剤等を用いて除去しています。

　これらにより、燃料電池の発電効率を低下さ

せずに長時間運転することが可能となり、また、

装置外へ不純物や未反応ガスを排出しないこと

から、トンネルや地下空間、工場、病院など閉

鎖空間で使用する際にも安全性の高い燃料電池

システムとなります。
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